
Outcome

（厚労省共通指標）

指標 

くらな 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
A)調査期間中の月毎のインシデント・アクシデント発生件数×100 

B)分母のうち医師が提出したインシデント・アクシデント報告総件数 

分母
A)許可病床数 

B)調査期間中の月毎のインシデント・アクシデント報告総件数"

収集

期間
1ヶ月毎  

調整

方法

９ インシデント・アクシデント 
Ａ）1か月間・100床当たりのインシデント・ア
クシデント発生件数 
Ｂ）全報告中医師による報告の占める割合 

 身体への侵襲を伴う医療行為は常にインシデント・アクシデントが発生する危険がある。その発生をできる

限り防ぐことは医療安全の基本である。ハインリッヒの法則によると、１件の重大事故の背後には29件の軽微

な事故がありその背景には300の異常が存在するといわれている。軽微な事故、事故に至らない異常を発見し報

告することで重大事故の発生を予防することが必要である。一般に医師からの報告が少ないことが知られてお

り、この値が高いことは医師の医療安全意識が高い可能性がある。 

・院内の医療安全管理委員会や医局事務の協力を得てテンプレートを作成したこと、また、医師部会にて働きかけ

たことなどで報告を出しやすいように改善した。（あおもり協立病院） 

・医師が関係する事例について、該当医師に報告をお願いするなどした結果、医師による報告件数を伸ばした月も

あった。（諏訪共立病院） 

・ミスを報告しているというマイナスのイメージが付かないように、報告を出す事が楽しい事、うれしい事となる

よう、出してくれてありがとうという言葉がけを心掛けている。2022年と比べて、2023年は100床当たり、24件

増えている。（京都あすかい病院） 

 A項目は、インシデント・アクシデントが発生する頻度を測定している。2022年と比べて最大値

（93.09→114.38）から最小値（20.00→23.66）まで、全体的に高くなっている。分母の許可病床数はわずかに

減少しているが、影響は少ないと考える。 

B項目は、2022年と比べると最小値は同じく0.00だが、25％値（0.44→0.65）、75％値（3.22→3.82）、最大値

（外れ値を除く）（7.26→7.70）と高くなっている。中央値（1.81→1.79）だけは低くなっているが、概ね昨年

よりも高くなったと言える。分母のインシデント・アクシデント報告件数が上がっている事を考えると、医師の

報告件数も増えていると考えてよい。 

この指標は、医療安全を測るための指標であり、軽微な事故でもインシデント報告を出すことが医療安全の

意識の高さを示す。そして、報告内容を把握し検証する事で危険予知の力を高めることや、事例を分析し手順の

見直しや事故の未然防止につなげるなど、再発防止の材料として活用することができる。医師からの報告が多

い病院は、医師の医療安全に関する意識が高いといえる。報告文化は医療・介護に携わる者にとって必要不可欠

であり、報告しやすい環境を整える工夫が必要。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2023年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 

A．最小値23.66  25％値41.94 中央値54.96 75％値74.15 最大値114.38    

B．最小値0.00   25％値0.65  中央値1.79   75％値3.82  最大値7.70    回答病院 55 














